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チ
ョ
ー
サ
ー
が
描
い
た
14
世
紀
の
庶
民
や
、

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
が
沸
か
せ
た
16
世
紀
の
ロ

15

ン
ド
ン
の
観
衆
、
そ
し
て
パ
ブ
で
サ
ッ
カ
ー

中
継
に
熱
を
上
げ
る
フ
ァ
ン
な
ど
、
古
く
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
英
国
人
に
愛
さ
れ
て
き

た
ビ
ー
ル
（
エ
ー
ル
）。
ホ
ッ
プ
が
広
く
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

世
紀
の
こ
と
な

の
で
、
昔
と
今
と
で
は
ま
っ
た
く
異
な
る
味

だ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
違
い

は
味
ば
か
り
で
な
く
、
水
の
衛
生
状
態
が
悪

か
っ
た
時
代
に
は
む
し
ろ
ビ
ー
ル
の
ほ
う
が

『
健
康
的
』
と
考
え
ら
れ
る
な
ど
、
人
々
の
捉

え
方
も
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
点
も
面
白
い
。

　

醸
造
規
模
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
家
事
を
切
り

盛
り
す
る
中
世
の
女
性
ら
が
自
家
製
エ
ー
ル

造
り
に
汗
を
流
し
た
一
方
、
セ
ン
ト
・
ポ
ー

ル
大
聖
堂
で
も
醸
造
が
行
わ
れ
、
１
２
８
６

年
の
１
年
間
で
お
よ
そ
54
万
パ
イ
ン
ト
が
醸

造
さ
れ
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
時
代
が
進

ん
で
ロ
ン
ド
ン
の
人
口
が
急
増
す
る
と
、
ビ

ジ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
ス
を
見
い
だ
し
た
資
産
家

ら
が
醸
造
所
の
運
営
に
乗
り
出
し
、
商
業
化

が
進
ん
だ
。
17
世
紀
終
わ
り
頃
の
ロ
ン
ド
ン

で
は
、
お
よ
そ
２
０
０
件
の
商
業
用
の
醸
造

所
が
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
風
潮
の
変
化
と
と
も
に
ビ
ー

ル
の
大
量
生
産
化
が
進
む
と
ロ
ン
ド
ン
の

醸
造
所
数
は
激
減
。
１
９
０
４
年
に
は
90

件
に
、
戦
後
の
１
９
５
２
年
に
は
25
件
に
、

１
９
７
６
年
に
は
わ
ず
か
９
件
に
ま
で
減
っ

て
し
ま
っ
た
。
た
だ
、
時
代
は
巡
る
も
の

で
、
世
界
的
な
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
・
ブ
ー
ム

の
中
で
、
２
０
１
０
年
頃
か
ら
ロ
ン
ド
ン
に

も
醸
造
所
が
再
び
急
増
。
醸
造
事
業
者
団
体

「London Brew
ers Alliance

」
に
名
を
連

ね
る
醸
造
所
の
数
だ
け
で
も
80
件
を
超
え
る
。

　

そ
こ
で
今
回
取
材
班
は
、
ビ
ー
ル
造
り
の

世
界
を
覗
く
べ
く
、
老
舗
醸
造
所
「
フ
ラ
ー

ズ
」
へ
と
出
か
け
て
き
た
。

●
サ
バ
イ
バ
ー
●
取
材
・
執
筆
・
写
真
／
本
誌
編
集
部

ノ
ド
を
美
味
し
く
潤
す

ロ
ン
ド
ン

17
世
紀
以
降
、
ロ
ン
ド
ン
の
人
口
増
加
に
合
わ
せ
て
爆
発

的
に
増
え
た
ロ
ン
ド
ン
の
ビ
ー
ル
醸
造
所
。
20
世
紀
に
入

り
一
度
は
消
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
し
ま
う
が
、
過
去
10
年

で
再
び
活
気
を
取
り
戻
し
て
い
る
。
今
回
は
、
ロ
ン
ド
ン

で
の
ビ
ー
ル
造
り
に
ま
つ
わ
る
話
を
お
届
け
し
よ
う
。

ロンドン各地で醸造所の名残を目にす
ることができる。東部ブリック・レー
ンには「Truman」と書かれた煙突が
あり、これは 19 世紀後半のロンドン
で最大規模を誇った醸造所の名残。
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１
８
４
５
年
創
業
の
老
舗

「
フ
ラ
ー
ズ
」

　

２
０
１
９
年
１
月
下
旬
、「
ア
サ
ヒ
・
ビ
ー

ル
」
に
よ
る
買
収
で
、
英
国
で
大
き
な
話
題

と
な
っ
た
ビ
ー
ル
会
社
「
フ
ラ
ー
ズ
」。
繁

栄
と
衰
退
を
経
た
ロ
ン
ド
ン
の
ブ
ル
ワ
リ
ー

（
醸
造
所
）
界
に
お
い
て
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

朝
時
代
か
ら
営
業
が
続
い
て
い
る
老
舗
醸
造

所
の
ひ
と
つ
だ
。
１
９
５
９
年
か
ら
生
産
が

始
ま
っ
た
同
社
を
代
表
す
る
銘
柄
「
ロ
ン
ド

ン
・
プ
ラ
イ
ド
」
は
、
英
国
で
も
っ
と
も
有

名
な
エ
ー
ル
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

ほ
の
か
に
赤
み
が
か
っ
た
琥
珀
色
に
輝

く
「
ロ
ン
ド
ン
・
プ
ラ
イ
ド
」
を
始
め
と
す

る
同
ブ
ラ
ン
ド
の
ビ
ー
ル
は
、
ロ
ン
ド
ン
西

部
チ
ズ
ィ
ッ
ク
で
醸
造
さ
れ
る
。
こ
の
地
で

ビ
ー
ル
造
り
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
チ
ズ
ィ
ッ
ク
が
ま
だ
小
さ
な
漁
村
だ
っ

た
中
世
の
頃
。
マ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
な
ど
で
自
家

製
エ
ー
ル
が
造
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。

　

フ
ラ
ー
ズ
の
歴
史
が
動
き
始
め
る
の
は

１
６
０
０
年
代
後
半
の
こ
と
。
小
さ
な
コ

テ
ー
ジ
で
醸
造
所
を
営
ん
で
い
た
ア
ー
リ
ン

一
家
の
主
人
が
死
去
す
る
と
、
ビ
ー
ル
造
り

に
携
わ
っ
て
い
た
義
理
の
息
子
ト
ー
マ
ス
・

モ
ー
ソ
ン
が
精
力
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
始

め
る
。
意
欲
あ
ふ
れ
る
モ
ー
ソ
ン
は
、
近
隣

の
マ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
に
併
設
さ
れ
て
い
た
醸
造

所
や
周
辺
の
コ
テ
ー
ジ
、
さ
ら
に
は
パ
ブ
な

ど
を
購
入
し
て
規
模
を
拡
大
。
こ
れ
が
現
在

の
フ
ラ
ー
ズ
の
土
台
と
な
っ
て
い
く
（
モ
ー

ソ
ン
の
名
は
現
代
に
も
語
り
継
が
れ
、
醸

造
所
の
一
角
に
あ
る
パ
ブ
の
屋
号
「The 

M
aw
son Arm

s

」
と
し
て
残
っ
て
い
る
）。

　

そ
の
後
、
醸
造
所
は
幾
人
か
の
オ
ー
ナ
ー

の
手
に
わ
た
り
、
19
世
紀
に
入
っ
て
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
南
部
ウ
ィ
ル
ト
シ
ャ
ー
の
資
産
家

フ
ラ
ー
一
族
が
運
営
に
参
画
す
る
と
、
ジ
ョ

ン
・
バ
ー
ド
・
フ
ラ
ー
は
、
醸
造
業
の
経
験

が
豊
富
な
ジ
ョ
ン
・
ス
ミ
ス
、
さ
ら
に
ス
ミ

ス
の
義
理
の
息
子
で
醸
造
ス
キ
ル
に
長
け
た

ジ
ョ
ン
・
タ
ー
ナ
ー
を
迎
え
、
１
８
４
５
年

に
フ
ラ
ー
ズ
（
正
式
名
称
は
、
３
人
の
名
を

冠
し
た
「
フ
ラ
ー
、
ス
ミ
ス
＆
タ
ー
ナ
ー
」）

当日はブルワリー・ショップ
＝写真右＝に集合。開始時間
になったら、隣接する博物館

「Hock Cellar」＝同下＝で、フ
ラーズの歴史を紹介する映像を観賞してス
タート！

フラーズのトレードマークが
掲げられた工場への扉を開
けると、中から温かい空気

と、モルト（麦芽）の香りが
ぷわ～ん。ここでビールの主な原料４つ
のうちの１つ、「モルト」に関する、ガ
イドのリサさんの解説に耳を傾ける。実
際に使われているモルトのサンプル＝同
下＝を手にとって香りをかいだり、味見
をしたり。これがビールの味や色の違い
につながることを実感！

【仕込み②ホップ】麦汁ができたら、ろ過して煮沸用タ
ンク＝同下＝に移される。ここで苦味と香りの源とな

るホップが加えられる。リサさん曰く「以前コーヒー風
味のビールを造った際、このタンクの中にコーヒー豆の入った
袋を吊るして、風味付けを行った」とのこと。コーヒーだけで
なく、ぜひ色々な風味にチャレンジして欲しい！

【発酵、熟成】仕込みを終えた麦汁は冷却後、別のタンク
でイースト（酵母）が加えられ、発酵が行われる＝同右。

この過程でアルコールが発生する。その後、イーストが取
り除かれて、別のタンクで熟成される。

▲ ツアーの途中に展示されてい
た「醸造記録（Brewing Book）」。
レシピや醸造過程の詳細が記さ
れている。この中から過去のレ
シピを選んで限定醸造するプ
ロ ジ ェ ク ト も 実 施 中。 写 真 奥
は 1926 年のレシピで作られた、

「Past Masters 1926 Oatmeal 
Porter」（500ml 45 ポンド）。およ
そ 100 年前の味、気になるけど
高くて買えない…。

トレードマークは伝説の生物「グリフィン」
チズィックにあるこの醸造所は「グリフィ
ン・ブルワリー」（Griffin Brewery）の名で
知られている。19 世紀初頭、ロンドンのク
ラーケンウェルにあった「グリフィン・ブ
ルワリー」の屋号を買い取り、この醸造所
がその名で呼ばれるようになった。1892 年
以降は、「グリフィン」がトレードマークと
しても使われている。

▲「Hock Cellar」は貯蔵庫として使
われていたスペース。歴代の「ロン
ドン・プライド」のボトルや、昔使
われていた器具が展示されている。

ビール粕は「マーマイト」工場へ！
"Love it or hate it" のキャッチコピーで知られるスプ
レッド「マーマイト」。ビールの副産物としてできる
ビール粕を利用して商品化されたもので、フラーズの
醸造所からもマーマイト用の粕が出荷されている。

こんにちは～

　　 「フラーズ」の

醸造所見学に行ってきた！

味・香りが
面白いくらい

違うね！

この時点では
まだノン・
アルコール
なんだって
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全国各地の
パブへ行って
らっしゃい！

【仕込み①糖化】ここからは、現在稼働中の機械を
見学。粉砕されたモルトとお湯がこのマッシュ・
タン＝同下＝に入れられ、麦汁が作られる。

麦汁はモルトに含まれるでんぷんが糖化した状態な
ので、この段階では甘いだけの汁。タンクの横から飛び出し
た装置＝同右＝は、中の色を確かめるために使
われている。

を
誕
生
さ
せ
た
。
時
代
の
移
り
変
わ
り
と
と

も
に
、
ロ
ン
ド
ン
各
地
で
稼
動
し
て
い
た
数

多
く
の
醸
造
所
が
閉
業
す
る
中
で
、
フ
ラ
ー

ズ
は
チ
ズ
ィ
ッ
ク
の
地
に
留
ま
り
、
醸
造
を

続
け
て
き
た
。

　

フ
ラ
ー
ズ
醸
造
所
で
開
催
さ
れ
て
い
る
見

学
ツ
ア
ー
で
、
今
回
取
材
班
を
案
内
し
て
く

れ
た
の
は
、
ガ
イ
ド
の
リ
サ
さ
ん
。
所
内
を

歩
き
な
が
ら
、
ブ
ラ
ン
ド
の
歴
史
や
ビ
ー
ル

造
り
の
あ
れ
こ
れ
が
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
語

ら
れ
る
。
世
界
で
人
気
の
飲
み
物
ト
ッ
プ
３

は
？
（
※
１
）
１
人
あ
た
り
の
ビ
ー
ル
消
費
量

が
も
っ
と
も
多
い
国
は
？
（
※
２
）
な
ど
、
難

し
く
な
り
が
ち
な
ビ
ー
ル
造
り
の
解
説
の
合

間
に
ク
イ
ズ
が
挟
ま
れ
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た

雰
囲
気
で
ツ
ア
ー
は
進
ん
で
い
く
。

　

ビ
ー
ル
の
主
な
原
料
は
？ 

モ
ル
ト
（
麦

芽
）、
ホ
ッ
プ
、
イ
ー
ス
ト
（
酵
母
）、
そ
し

て
水
。
テ
ム
ズ
河
沿
い
と
い
う
立
地
か
ら

「
ひ
ょ
っ
と
し
て
テ
ム
ズ
河
の
水
が
使
わ
れ

て
い
る
の
？
」
と
い
う
疑
問
が
頭
に
浮
か
ぶ
。

そ
ん
な
取
材
班
の
不
安
を
察
し
て
か
、
尋
ね

る
よ
り
も
前
に
リ
サ
さ
ん
が
答
え
て
く
れ
た
。

　
「
フ
ラ
ー
ズ
の
歴
史
に
お
い
て
、
テ
ム
ズ
河

の
水
を
使
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」。
か
つ

て
は
汲
み
上
げ
た
井
戸
水
を
使
っ
て
い
た
よ

う
だ
が
、
現
在
は
ロ
ン
ド
ン
の
水
供
給
企
業

「
テ
ム
ズ
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
」
の
水
を
利
用
。
リ

サ
さ
ん
に
よ
る
と
「『
テ
ム
ズ
河
の
水
じ
ゃ
な

い
け
ど
、
テ
ム
ズ
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
？
』
と
混

乱
す
る
ツ
ア
ー
参
加
者
も
多
い
」
の
だ
そ
う
。

と
も
か
く
、
茶
色
く
濁
っ
た
テ
ム
ズ
河
の
水

で
は
な
い
よ
う
な
の
で
、
ホ
ッ
と
安
心
。

　

リ
サ
さ
ん
か
ら
語
ら
れ
る
話
は
、
醸
造
に

携
わ
っ
た
人
々
や
彼
ら
が
仕
事
後
に
飲
ん
だ

ビ
ー
ル
に
ま
で
お
よ
び
、
歴
史
の
一
幕
を
想

像
し
な
が
ら
の
ツ
ア
ー
は
、
老
舗
な
ら
で
は

の
体
験
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
前
述
の
パ
ブ

「The M
aw
son Arm

s

」
で
は
、
店
内
に
昔

の
ビ
ー
ル
広
告
が
数
多
く
掲
げ
ら
れ
て
い
て
、

こ
こ
で
も
ビ
ー
ル
の
歴
史
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
ツ
ア
ー
の
後
に
立
ち
寄
っ
て

み
る
の
も
お
す
す
め
。
仕
事
終
わ
り
と
思
し

き
ス
タ
ッ
フ
が
、
フ
ラ
ー
ズ
の
ロ
ゴ
入
り
の

セ
イ
フ
テ
ィ
ー
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
身
に
付
け
た

ま
ま
カ
ウ
ン
タ
ー
で
ノ
ド
を
潤
す
様
子
に
、

１
７
０
年
以
上
、
い
や
も
っ
と
以
前
か
ら
こ

の
地
で
営
ま
れ
て
き
た
で
あ
ろ
う
日
常
を
垣

間
見
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

リサさんの後について進むと、銅製のタンク＝同下＝が登
場！ 近づいて中を覗いてみると……空っぽ !? 実はこれはか
つて使われていたタンク。昔はタンクを清掃する際に、中に

残った麦芽の粕をショベルを使って掻き出す必要があったら
しく（今は自動洗浄される）、相当な重労働だったのだそう。ただ、
この作業をすると、ビールのトークン（引換券）をもらうことがで
きたため、スタッフには人気の仕事だったらしい。

【樽・ボトル
詰め】完成し

た ビ ー ル は、
樽・ボトルに詰め

られ、出荷される。樽
詰めは２種類あり、英
国の伝統的エールはカ
スク（cask）と呼ばれ
る樽に詰められる。

Fuller's Brewery ツアー
Griffin Brewery, Chiswick Lane South, W4 2QB

最寄駅：Turnham Green（駅から徒歩 15 〜 20 分程度）
月～木、土 ：午前 11 時から１時間おき （最終は午後３時）
金：午前 10 時から１時間おき（最終は午後４時）
参加費（試飲込み）：20 ポンド
所要時間：およそ２時間
www.fullers.co.uk/brewery/book-a-tour

ツアーを４分半のショートフィルム「楽しいビール工場見
学 フラーズ醸造所【英国ぶら歩き No 74】」にまとめまし
た。下の QR コードをスキャンしてどうぞご覧ください。

最 後 は 博 物 館 内 の バ ー に 戻 っ て 試
飲！ 名物「ロンドン・プライド」が、
いつもより美味しく感じられるのは、
醸造所ツアーのマジック !?

ケグ（keg）＝上の
写真＝に詰めら
れるのは、醸造
後に不要な物質
を取り除き、殺

菌処理したビール。グラ
スに注がれる際にガスが
利用されることで、炭酸
の効いた飲み口となる。
冷たい状態で提供される
ことからも、日本人には
ケグの方が馴染み深い。

Keg
パブに並ぶビール・サー
バーのうち、主にハンドポ
ンプを引いて注がれるのが
カスク・エールにあたる。
醸造後、ろ過・殺菌処理さ

れることなく樽に詰められて出荷さ
れる。樽内で発酵が進み、飲み頃と
判断されるとサーブされる。冷えて
炭酸の効いたビールに慣れていると、

「ぬるくて気が抜けたビール」という
印象を持つ人も多いに違いないが、
独特の風味を味わうことができる。

Cask

▲ ヴィクトリア朝時代の 1823 年から 1984 年ま
で使われた、ホップを入れて煮沸するためのタン
ク。所内で最も古いタンクなのだそう。▲

 1863 年に導入され 1993 年に『引退』したマッ
シュ・タン（詳しくは４にて）。

昔の機械って
かっこいい～

カンパ～イ！

Go
動画に

（※１） 答えは１位 水、２位 お茶、３位 ビール。（※２） 答えはチェコ。
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幕末・明治維新以降、日本へも輸入されるようになった
ビール。当時の国家交流を反映し、主流は英国のエー
ル、 と り わ け バ ス 社（Bass）
のビールだったとされる。岩
倉具視を中心にした使節団は
ヨーロッパを訪問する中で、
英バーミンガム近郊のビール
醸造所を訪れ、工場見学や試
飲を行ったほか、ドイツ、ベ
ルギーなどでもビール産業の
大きさを実感した。
やがて鹿鳴館時代になると、政府主導の欧化政策の手本
が英国からドイツに移り始めたことや、英国以外からの
ビールの輸入が盛んになったことに合わせ、主流はドイ
ツ風のラガービールへ。キリッとした飲み口のラガーの
方が日本の風土には合ったのかもしれない。

事件が起こったのは 1814 年 10 月 17 日のこと。
現在トテナムコート・ロード駅近くのドミニオン劇
場が建つ辺りにあった「ホースシュー・ブルワリー」
で、醸造中のビールが入った樽が破裂する事件が発生
した。小規模の醸造所だったなら大した問題にはなら
なかったかもしれないが、この醸造所は当時のロンド
ンで絶大な人気を誇っていたポーターを醸造してお
り、樽には 100 万パイント相当のビールが入ってい
たのだ。
樽から勢いよく噴出した大量の黒い液体は、周囲に
あった別のビール樽を次々となぎ倒し、醸造所内や外
の通りには合計 300 万パイント相当が流れ出したと
いう。この一帯には貧しい人々の住まいがひしめき
合っており、所内で働いていたティーンエイジャーの
少年以外に、地下で暮らしていた家族ら計８人が命を
落としたという。この悲しい出来事は、ロンドンの醸
造の歴史に深く刻まれている。献杯。

英国で黒い色をしたビールは主に「ポー
ター」「スタウト」の２種類。現在は明
確な区別なく醸造されているが、もとも
とは、「ポーター」のアルコールを強く
したものが「スタウト（stout ＝強い）・
ポーター」などと呼ばれていた。

「ポーター」の歴史は、ロンドンと深いつ
ながりを持ち、「ポーターを飲むこと＝ロン
ドンの歴史を体に染み込ませること」と語
られることもあるほど。18 世紀後半のロン
ドンで荷物運搬人（porter）らに好まれたこ
とから、この名で呼ばれるようになったとされるが、
どのように誕生したのかは諸説あり。ロンドナーの
お気に入りの『歴史』は次のようなものだ。
当 時 の 庶 民 が 好 ん だ ビ ー ル の 飲 み 方 は「three 
threads」というもので、３種の異なるビールを１つ
のジョッキに注いで飲む方法。ところがこの飲み方
は、パブのスタッフにとって時間のかかる面倒な作
業そのもの。そこでロンドン東部の醸造家が、この
３種の特徴を兼ね備えたビールを醸造し１銘柄とし
て販売。これが爆発的ヒットを収めたという。
真偽のほどは定かではないが、深い味わいとしっか
りとした苦味を持つこのビールは 18 世紀後半頃から
100 年以上にわたり、英国ナンバー１のビール・スタ
イルとして人々に愛された。
ちなみに、今クラフトビール界で絶大な人気を誇る
スタイル「IPA」が生まれたのもロンドン。1840 年
頃、インド向けに輸出していたビール（ペールエー
ル）を、船での長期輸送中に腐ってしまわないよう、
アルコール高めかつホップ（殺菌効果を持つ）を多
めに入れて醸造。狙いは長期保存だったが、これが
なかなかいける味だったようで、のちに「India Pale 
Ale」と名づけられた。

1814 年に発生、ビール大洪水
Great Beer Flood, 1814

知 れ ば も っ と
味 わ い 深 く な る

ビールの小話

世界各地で親しまれるビールの起源は、今から 5000 年
以上も前にさかのぼることができる。農耕生活が始まっ
ていたメソポタミア地方（現在のイラク近辺）のある村
で、貯蔵中の大麦が気づかないうちに水に浸かってし
まったことがきっかけとなり、麦芽が生み出す甘み、自

然発酵によるアルコールが発見され、ビールへ
と発展していく。
この創成期から近世に至るまで、醸造は家事の
一環とされ、主に女性が担ってきた。14 世紀頃
のイングランドではビール（エール）を作る女
性らは「alewife」「brewster」と呼ばれ、家族の
ためにキッチンでビールを醸造し、余剰分を販
売して家計の足しにしたといわれる。商業化が
進むと醸造は男性が担うようになるが、古代か
ら女性らが地道にビール造りを続けてこなけれ
ば、現在私たちのノドを美味しく潤してくれる
ビールは今とは違ったものになっていたかも !?

ビール発展は
女性のおかげ？

▲「ホースシュー・ブ
ルワリー」は事故後、
経 営 難 に 陥 る も 1921
年まで営業を続けた。
図は 1910 年頃の様子。
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